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ソウルの独身男性弁理士の一日

　今回は、雇用弁理士の金さん（キムさん・
仮名）の一日を通じて、ソウルの生活を感じ
ていただきましょう。
　金さんは、ソウル所在のある特許事務所に
勤務する、独身男性、経歴６年の弁理士で
す。
　彼は、ソウルのマンションで住んでいます。
　金さんは、朝五時にアラームの音で目覚め
ます。
　朝の弁当配達業者が、夜中に玄関の前にお
いてくれた朝弁当を電子レンジで温めて朝食
をとります。彼は大手企業のさまざまな朝ご
飯用の弁当を試しましたが、最近は数人の有
名ホテル出身のシェフが創業した弁当配達を
利用するのがお気に入りです。一ヶ月24万ウ
ォン（約２万４千円）なので、安くはないの
ですが、栄養と値段と味と健康を考えると満
足です。
　朝ご飯を食べた後、スマートフォンの
NAVER交通案内のアプリを開き、いつも利
用しているバスが今どこを走っているかチェ
ックします。バスの時刻表はもちろんありま
すが、酷い交通渋滞のせいで、現在、バスが
どの当たりを走っているかチェックしてから

家にでることが当たり前だからです。
　無事バスに乗り、次に地下鉄に乗り換えま
す。地下鉄に乗っている間にスマートフォン
でKOREAHERALDという英語のニュース
を読みます。ソウルでは10年ほど前から地下
鉄の中で無線インータネットを無料で利用で
きます。
　朝７時にカンナムの駅に着いた彼が向かう
のは、会社ではなく語学塾です。朝７時から
８時まで英会話のレッスンを受けています。
同じ塾で、日本語のレッスンの受けているＬ
弁理士とお喋りしながら、会社に向かいます。
　会社に到着し、一息ついた午前８時30分
頃、ヤクルトレディが来ました。飲み物を同
僚のＬ弁理士に渡します。Ｌ弁理士はお酒好
きで、ほぼ毎日胃が痛くて、胃に優しいヤク
ルトを毎朝会社で飲んでいます。
　午前11時頃、金さんはネットで注文した洋
服を宅配で受け取ります。プライベートの宅
配荷物を会社で受け取ることは、韓国ではご
く普通です。
　昼休みには、会社の近所の食堂で昼ご飯を
食べます。後輩の若手弁理士が、出社前は日
本語を、そして昼休みを利用して中国語を習
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いに行くのをみて、金さんは危機意識を感じ
ストレスを溜めます。
　午後は仕事に集中します。韓国のクライア
ントが多い金さんは、電話対応にも時間をか
なり使います。
　午後３時ごろ、先輩の女性弁理士に花束が
届きました。近所の特許事務所で勤務する弁
理士のご主人からです。今日は彼女の誕生日
のようですね。会社からも商品券を貰った彼
女は大喜びです。金さんも彼女のところに行
って「おめでとう」と言います。
　独身の金さんは寂しさを感じながら、今年
は誰かいい人と会えないかと思います。気の
合う女性弁理士が入社したらいいなと考えま
す。韓国では、安定して共働きができるパー
トナーを探す人が増えています。先生や、弁
理士などの資格が必要な職業が人気です。弁
理士同士の結婚もよくあることです。
　金さんは午後７時くらいには仕事を片付け
ます。昨日はジムに行ったので、今日は、そ
のまま家に帰ります。
　電車の中で、またスマートフォンを出しま
す。 今 日 は 疲 れ た の で 自 炊 は 諦 め、

「YOGIYO」というアプリを開きます。
　住む地域を入れて、和食を選び、日本式豚
カツのメニューを選びます。決済画面に移っ
たら、ボタン一つで、決済をします。これで

家に着いたら、美味しい豚カツが待っている
はずです。
　「YOGIYO」は、テレビでも公告している
飲食配達専門業態です。和食、中華、いろん
な食べ物が注文できます。韓国のスマートフ
ォンの高い普及率と、地元の多くの店の隅々
までITインフラが整っていることに目を付
けて、2012年にドイツのある会社が作ったそ
うです。
　「YOGIYO」は韓国語で、日本語に直訳す
ると「ここです」です。レストランで注文す
るときの店員へのかけ声です。「YOGIYO」
っていいネーミングだな、と考える金さんで
す。
　家についたら、玄関先にはこの間クリーニ
ングに出したシャツが届いていました。明日
の土曜日は、午前11時ごろにクリーニング屋
さんがこのマンションを回る予定です。その
ときにシャツをまたクリーニングに出そうと
思う金さんです。
　晩御飯の後、テレビを付けます。最近話題
の時代劇を見るためです。皆さんもご存知の
とおり、韓国ではドラマが多く放送されてお
り、男性もはまる歴史物語がたくさんありま
す。最近どういうドラマが面白いか話す男性
も少なくありません。
　そろそろ寝る時間です。金さんはベットに
横になり、いまのままでいいか、最近大手の
会社に就職した元同僚の弁理士や、開業した
元同僚の弁理士を思い出します。金さんは３
回目の転職を考えながら、眠りに入ります。

2001年38回韓国弁理士試験合格。現在は新樹グローバ
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